
40434 日本建築学会大会学術講演梗概集�
（北　陸） 2002年 8 月
堀の内町 3 丁目自治会地域における騒音実測と風洞実験 
自治会との協調に基づく地区スケールの住環境マップの作成手法と利用可能性に関する研究 その２ 
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1．はじめに 

 前報に引き続き、本報では堀の内町 3 丁目自治会地域

を対象とした騒音実測と風通しに関する風洞実験結果を

報告する。本研究では、住環境マップの作成過程におけ

る各環境要因の実測結果の表現については、住民にとっ

て視覚を通じた直感的な理解がしやすくなるよう留意し

た。また、騒音発生源を具体的に示さないなど、特定の

住民を非難する情報にならないようにした。同時に、各

環境要因の特性に留意した表現方法を検討した。 

2．騒音実測 

  2001 年 11 月 28 日(火)、29 日(水)に、同地域におい

て①昼間 91 点、②夜間 47 点の等価騒音レベル(Leq)を中

心とした騒音レベルの空間分布を実測した。計測点は地

上 1.2m に設定し、普通騒音計を用いた。同地域におけ

る主な騒音源は、同地域を取り囲む 2 本の幹線道路(図 1 

①中のＡ,Ｂ)と予想された。そこで昼間では、それら 2
本の幹線道路に近接した地点において計測点を密に設置

した。なお、昼間・夜間の計測点は図 1 中の各メッシュ

のほぼ中心に一点ずつ設置している。ここでは、平成 11
年度一般交通量図 1)を参考に、平日の同道路の交通量が

比較的安定している時間帯を設定し（昼間：10:00～16:00､
夜間：0:00～5:00）、この時間帯ごとの全計測点における

15 分間の Leq を移動計測により求めた。実測結果から、

昼間・夜間における各計測点の Leq の空間分布をメッシ

ュマップに表現した(図 1)。当初の予想の通り、昼間で

は同地域を取り囲む 2 本の幹線道路周辺で特にレベルが

高い。一方の夜間は、昼間に比して全体的にレベルは低

くなり、公園内においては、ほぼ均一のレベルとなった。 Ｂ 
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昼間・夜間における全計測点の Leq の出現頻度分布を

図 2 に示す。各計測点における道路騒音の影響を検討す

る目的から、計測点を(ⅰ)幹線道路(Ａ,Ｂ)沿い、

(ⅱ)(ⅰ)以外の住宅地内の道路沿い、（ⅲ）それ以外の公Ａ 
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次に、実測結果
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た公園内の多くの

3．風通しに関す

同地域から代表

区を抽出し、風洞実験によって全体の風通しを検討した。

新潟工科大学所有の回流式境界層風洞を用い、アプロー

チフローは、べき指数α＝1/4 の指数分布に従う鉛直分

布を採用した。実験は、16 方位の風向に対して各々の場

合の歩行者レベル(風洞の床面から 5mm、実スケールで

高さ 1.5m)での平均風速を計測した。計測点は地区の外

部空間に均等になるよう 72 点設置した。以下に示す風速

比は、計測値を模型がない状態の同じ高さの風速値で除

した値である。 

1６方位すべての風速比の空間分布データをまとめた

出現頻度分布を図 4 に、風向 S の場合の空間分布を図 5

に示す。本対象地区における風速比は 0.2～0.9 で分布幅

は小さい。これは対象地区の多くの建物が 2 階建てであ

り、ビル風が発生しなかったためと考えられる。 

この実験結果と当研究室におけるこれまでの実験結

果 2)を照合した。図 6 は各地区のグロス建ぺい率と平均

風速比の関係を示している。図中の 2 本の直線は、低層

住宅地の相関直線と、中高層集合住宅団地の相関直線で、

黒塗りの地区は本実験 

結果である。これによ

ると、本対象地区は、

地区のグロス建ぺい率

が高いわりに全体の風

通しが良い。 
4．まとめ 

 堀の内町 3 丁目自治

会地域では同地域を取
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図 4 風速比の出現頻度分布
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道沿いの 3 種に分類・集計した。

量の多い幹線道路沿いの計測点で

宅地内の道路沿いと公園内で概ね

全体的にレベルが高い。一方の夜

概ね 65dB(A)以上と昼間と同様に

路沿い、公園内では 35～65dB(A)
レベルが小さくなり、全体的なレ

なっている。 
境基準と比較した(図 3)。昼間は、

達成した。公園内では概ね基準を

道路沿いや住宅地内の道路沿い沿

多い。一方の夜間は 47 点中 15 点

間と同様、住宅地内の道路沿いに

。また、昼間に基準を達成してい

点が未達成となった。 
実験 

住宅地パターンの 270m 平方の地

り囲む 2 本の幹線道路

からの道路騒音の影響

が大きいことがわかっ

た。また、同地域の風

通しは地区のグロス建

ぺい率が高いわりに良

いことがわかった。 
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図 5 風速比の空間分布 
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